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会
）

去
る
丑
月
七
日
執
行
の
肱
川
町
畏

学

の

有

、

咽

敦

次
の
通
り

ヽ

（
五
月
七
日
当
日
）

七
名三、

二

0
%

今

回

町

民

各

位

の

多

大

な

の

あ

る

所

を

充

分

知

り

、

町

政

の

援
に
よ
り
ま
し
て
、
再
び
町
長
に
就
に
実
現
し
て
参
い
り
た
い
と
考
え
て

任
さ
せ
て
い
た
ゞ
く
こ
と
と
な
り
ま
お
り
生
す
。

し

た

こ

と

は

、

ま

こ

と

に

身

に

余

る

何

卒

町

民

各

位

に

お

か

れ

ま

し

て

光
栄
で
あ
り
ま
し
て
深
く
感
謝
い
た
は
、
倍
旧
の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り

し
て
お
り
ま
す
。
も
と
よ
り
払
は
不
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
る

敏
不
オ
で
あ
り
ま
す
け
几
ど
も
、
決
．
で
あ
り
ま
す
。

意
を
莉
に
い
た
し
、
全
力
を
傾
け
て
、
ヘ

町
氏
の
祉
趾
の
た
め
に
疇
働
く
覚
悟

で
あ
り
ま
す
。
か
ね
が
ね
申
し
上
げ
．

て
お
る
よ
う
に
怜
当
町
に
は
い
く
た
r

の
懸
案
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
に
つ

き
ま
し
て
は
、
町
議
会
を
始
め
各
種

機

関

を

通

じ

て

住

民

の

意

}
町

長

町
長

の

．
 
中八
時
半
よ
り
間
繋

7
1
1
 

i
l
 

日

中

野

小

に

於

て

会

也、V4'

田

萬

千

雄

0

五三
日
四
日

..,..‘‘ 

し、

三

0
日

発 行

肱川町役場

1 9 6 0像 5鬱 20

集

報 係

三
日

二
五
日

二
七
日

ニ
八
日

二
九
日

紐

慰
霊
祭
執
行
打

中
野
小
に
て
慰
盛
祭
執
行

店
業
協
同
組
合
総
会

開
択
組
合
総
会

共
済
組
合
総
代
会

町
長
選
挙
告
示
｀
池
田
萬

千
雄
、
大
井
石
眠
、
金
田

出

町

心
丘
月
十
4

ハ
日
よ
り
五
月

“
一
十
日
の
十
日
間
全
国
一
吝
に
展

聞
さ
九
ま
す
C

こ
3

連
動
は
、
道
路
を
利
用
|
る

す
べ
て

3

者
が
正
し
い
交
通
の
実
践

と
交
通
環
境

3
実
現
を
期
し
、
も
っ

て
交
岨

3
安
全
を
図
ら
こ
と
が
目
的

で
あ
り
ま
す
。
安
全
連
動
の
主
た
る
一

目
標
次
の
ポ
項
に
つ
い
て
御
協
力
を

鉗
料
い
し
生
す
。

、
正
し
い
歩
行
の
励
行

安
全
逓
転
CJ
励
行

幼
児
児
咽
の
通
行
の
保

交
咀
道
徳
の
晶
揚
励
行

人
命
尊
重
観
念
の
徹

互
譲
精
神
の
か
ん
蒋

交
両
環
境
のり澗

は；
ヽ

運

五
月
一
日
よ

い
た
し
て
討

り
ま
す
。
毎
年
、
町

民
各
位
の
深
い
御
理

鰈
と
御
協
力
に
よ
っ

て
目
標
額
の
達
成
が

で
き
ま
す
こ
と
に
感

謝
い
た
し
て
お
り
ま

す
。
本
運
動
期
間
は

五
月
末
ま
で
で
あ
り

そ’

主
す
が
、
こ
の
間
に

肱
川
町
の
目
標
額
五

万

六

千

八

百

円

の

に

つ

い

て

は

実胤
六五間三

‘ 

に 通

2
 

の
帝
杏
は
各
閃

田

は

一

団

地

任

ア

ー

ル
以
上
で
同
一
品
種
及
び
耕
｀

作

法

の

も

の

と

す

る

。

＾

同
一
人
の
出
品
点
数
は
二
占
~
­

ま
で
と
す
る
。

参
加
申
込

各
屯
業
所
又
は
役
場
に
あ
る
申

込
用
紙
で
六
月
末
日
ま
で
に
申

込
の
こ
と
。

米
の

で
行
わ
れ
ま
す
。

さ
い
。
―rrif伽
叫
主
休

町
が
各
町

て
行
う
。

の
協
力
を
得

成
積
報
で

ず
る
。

A
 

の

施 動

効眠

多
収
競
作

員
に
よ

6
 

る
こ

:
1
 

-

i

i

{

 

―
二
八
四
が
主
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
赤
十

九

社

の

活

躍

を

増

進

ず

る

た

め

に

は

一
八
•
う
し
て
も
仕
員
増
加
に
よ
る
社
費

増
大
が
必
要
で
あ
り
、
是
非
社
員

増
謀
が
屯
要
と
な
り
ま
す
の
で
町

各
位
の
社
員
応
募
方
何
卒
御
頚
い

し
ま
す
。

新
社
員
、
既
社
員
と
も
マ

入
間
日
は
丘
月
末
走
で
で

新
社
員
は
年
三

0
0円
拠

納
入
で
あ
り
特
別
社
日
と

三

0
0
0
円

以

ー

て
お
り
生
す

三
圧
名
、
特

ど
う
か
御
協

俺

？ 

そ
3

ばへ数会
別坪及が
に刈び行
ゞ/いし・、で

ヽ
めに

る

゜
消
瑣
は
町

I

-

す
る
寄
査
委
員

一
次
哨
ぷ
ぃ
（
拉

と
第
二
次
寄
査

審

宵
3
方
法

は

心

に

よ

て

人

貨

者

定

し

、

次

3
直
り

貨
状
及
び
記
念
品
を
授
与
す
る
。

表
彰
は
来
年
・
一
月
森
林
襄
研
究

窟
表
太
｛
ぷ
3
賭
上
で
行
う
。

1

収
斌
賞

ィ

出

品

点

牧

一

0
点
に
二
点

0
割
合
で
上
位
よ
り
遥
足

心
る

す

口

う

る

ち

、

も

ち

tD
別
と
す
一

c
 

る

努

力

賞

一

七
池
条
件
、
そ

CD
他
の
状
況
＿

一

よ
り
符
に
峻
礼
へ
と
認
め
ら
れ
一

る
も

3
を
二

0
点
に
一
点

o-

割

合

で

冗

す

る

C



ヽ
0

，

本

田

に

お

い

て

は

別

に

定

＂

五

月

一

日

か

ら

五

月

i

二
十
一
日

ヘ

rv

ま
で
全
国
一
斉
に
青
少
年
保
護
育

已

一

め

る

。

期

間

内

に

部

落

又

は

一

4
t
"
 

成
運
動
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

事
業
所
の
実
施
計
画
に
基
い
’

」
-
、
日
時
七
月
二
十
六
日
午
前
九
｝

て
一
斉
防
除
を
行
っ
た
も
の

5

こ
れ
は
最
近
特
に
ふ
え
た
青
少
年

i

時
三
十
分
よ
り
午
後
三
｀

一
の
犯
罪
を
な
く
す
る
た
め
に
青
少

て
福
祉
年
金
受
給
権
者
（
老
令
、

9

時

ま

で

の

間

第

五

補

助

金

交

付

、

一

年

を

正

し

く

み

ち

び

い

て

立

祁

に

障
害
、
母
子
）
は
支
給
規
則
第
五

育
て
る
た
め
の
迎
動
で
す
。

条
第
十
八
条
及
び
第
二
十
五
条
の

i-．場
所

大

洲

保

健

所

[

実

施

成

績

に

基

い

て

防

除

班

長

●

―

[
又
は
事
業
所
長
に
交
付
す
る
。
＂
国
民
健
康
保
険
の
自
動
車
は
国
保
一

、
普
通
一
皆
様
の
御
協
力
を
御
願
い
し
ま
す

規
定
に
よ
っ
て
毎
年
六
月
に
所
得
愛
媛
県
県
肢
体
不
自
由
児
協
会
、
一
、
・
担
当
医
師

日
本
赤
十
字
社
県
支
部
。
県
社
会
福
整
形
外
科
三
木
、
米
田
、
三
＾
◎
防
除
に
当
っ
て
は
家
畜
及
び
蛋
こ
似
保
険
者
の
福
祉
を
考
慮
し

三
、
火
薬
等
の
事
故
防
止
に
つ
い
て

状
況
届
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り

ま

せ

ん

。

こ

の

届

書

を

提

出

し

な

＿

祉

協

議

会

の

主

催

に

よ

り

毎

年

巡

回

浦

、

松

丸

、

松

井

{

の

薬

害

防

止

に

充

分

注

意

し

て

タ

ク

シ

ー

の

六

割

程

度

の

使

用

料

を

i

＾

実

施

の

こ

と

。

以

て

利

用

し

て

い

た

だ

い

て

居

り

ま

｝

最

近

町

内

で

子

供

が

拾

っ

た

火

検

診

が

実

施

さ

れ

て

お

り

ま

す

が

、

眼

科

真

鍋

い
場
合
は
次
か
ら
年
金
が
受
け
ら

す
。
処
が
使
用
料
の
支
払
が
遅
れ
尚
一
薬
で
「
け
が
」
を
し
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
火
薬
類
は
非
常
に
危
険

れ

ま

せ

ん

か

ら

次

の

巽

領

に

よ

っ

本

年

度

も

左

記

日

程

に

よ

り

実

施

さ

耳

鼻

咽

喉

科

籐

田

森

林

組

合

使

り

且

つ

請

求

書

を

出

し

て

も

不

支

払

の

一

以
上
七
の
諸
先
生

ー
で
す
か
ら
発
見
し
た
と
き
は
拾
わ

て

処

理

願

い

ま

す

。

．

れ

ま

す

か

ら

該

当

希

望

者

は

町

役

場

方
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
で
は
自
動
車
一

記

厚

生

係

に

申

し

出

て

受

診

手

続

を

し

ず
に
直
ち
に
警
察
に
お
知
ら
せ
下

一
、
椎
茸
原
木
の
手
入
に
つ
い
て
運
営
に
支
障
を
来
た
し
ま
す
の
で
今
一

,
9
9
9
,
i
:
1
，
ヽ
‘
，
＇
i
~
~
~
1
.
9
ヽ
9
1
a
i
,
‘
~
,
9
ィ
・
‘
い
~
：
．
＇
：
9
•

□

.
~
9
T

▲

五
月
に
入
っ
て
よ
り
非
常
に
由
後
自
動
車
使
用
の
際
は
即
日
運
転
者
一
さ
い
。

切
提
出
期
間
は
五
月
二
十
三
日
、
て
下
さ
い
。
こ
の
目
的
は
身
体
の
機
〗
ド
，
〗
加
ン
記

[
8主3心
エ

よ
り
六
月
十
日
ま
で
と
す
る
。
能
に
岡
害
の
あ
る
児
意
も
し
く
は
機

I

が

多

い

た

め

菌

の

仲

び

が

か

な

り

に

御

文

払

い

下

さ

る

様

御

願

い

し

ま

―

_

内

全

ー
1

づ
ー
ク
、

I
l
"

回
国
民
年
金
証
書
添
付
す
る
こ
能
障
害
を
招
来
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
"

i

只
了
~
｀
り
化
一

▲

•
1
9
9
,
9
.
，
‘
、
9
・
9
;
i
:
'
ー
、
、
1
,
‘
:
l
'
9
9
9
.
,
＇
:
I
’
i
l
|
＇
9
9
/
r
"
良
い
様
に
思
わ
れ
る
が
、
雨
が
多
す
。

と

。

｀

児

窪

を

早

期

に

発

見

し

、

早

期

に

適

＂

一

り

印

鑑

と

証

書

を

役

場

ま

で

持

切

な

治

療

上

の

指

導

を

し

て

そ

の

障

本

年

産

水

稲

の

病

害

虫

防

除

は

地

域

い

時

に

は

雑

菌

も

多

い

の

で

｀

雨

｝

へ

広

j

バ
列
叫

喜

治

療

も

し

く

は

軽

域

を

図

る

た

に

お

い

て

目

主

的

な

適

期

一

斉

防

除

の

時

水

が

多

く

流

れ

る

様

な

と

こ

認

ー

冨

芦

昌

言

》

□1
第

二

回

柔

剣

適

大

会

開

く

一

参
さ
れ
て
も
よ
い
。

―

i

大
洲
地
区

二
、
本
月
申
請
者
は
次
の
通
り
で
す
め
相
談
指
湛
を
行
い
、
こ
れ
ら
の
児
r

を
進
め
て
行
く
よ
う
奨
励
し
乍
ら
こ
ろ
は
良
く
な
い
。

一
、
春
李
交
通
安
全
連
動
の
実
施
に
[
大
洲
地
区
防
犯
対
策
協
議
会
及
び
大

山
の
中
腹
で
風
通
し
の
良
い
と

i

洲
鞘
察
署
で
は
青
少
年
の
健
全
な
育

か
ら
洩
れ
な
く
裁
定
書
を
提
出
さ
貨
の
福
祉
増
雌
を
図
る
。
身
体
障
害
の
要
領
に
よ
り
実
施
す
る
。

こ

ろ

を

選

ぷ

様

心

掛

け

る

べ

き

で

，

つ

い

て

者
を
対
象
に
底
学
的
、
心
理
的
、
職
、
第
一
事
業
の
範
囲

五
月
十
六
日
か
ら
五
月
二
十
五
一
成
を
は
か
る
一
っ
と
し
て
、
次
の
通
[

れ
た
い
。

あ
る
。
界
又
井
梓
積
み
な
ら
ば
も
ろ

明
治
二
十
三
年
五
月
生
れ
と
同
能
的
吟
晶
断
を
行
う
と
と
も
に
、
あ
わ
共
同
防
除
機
具
の
整
備

積
み
か
へ
の
時
李
と
な
り
ま
し
た
。
日
ま
で
全
国
一
斉
に
春
李
交
通
安
ー
り
郡
市
下
の
柔
剣
道
大
会
を
開
催
す
i

せ
て
更
生
相
料
を
行
い
、
こ
れ
ら
の
一
害
虫
予
察
事
業
の
実
施

一
、
草
刈
り
が
ま
の
斡
旋
に
つ
い
て
全
連
動
が
催
さ
れ
ま
す
。
皆
で
交
る
が
、
広
く
一
般
の
参
加
参
観
を
希
i

年
六
月
生
れ
の
者

三
、
拠
出
制
国
民
年
金
の
た
め
の
世
、
者
の
福
祉
増
進
を
図
る
を
目
的
と
し
i

肋
除
班
の
活
動
促
進

涯
年
組
合
員
の
祈
望
に
よ
り
切
1

通
規
則
を
守
っ
て
車
も
人
も
事
故
二
圭
し
て
お
る
。

て
実
施
さ
れ
ろ
の
で
あ
る
。
こ
の
対
一
適
期
一
斉
防
除
の
実
施

五
月
二
二
日
九
時
よ
り
―

帯
調
査
に
つ
い
て

5

と

れ
味
の
良
い
と
い
う
定
評
の
あ
る
｀
の
な
い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

i

大
洲
警
察
署
体
育
館

行
調
査
を
七
月
中
に
実
施
い
た
し
」
象
者
は
満
十
八
才
未
満
の
児
象
で
あ
第
ニ
―
斉
防
除
の
重
点

ま

す

。

調

査

の

内

容

は

各

世

惜

に

っ

て

身

体

の

機

能

に

卯

害

の

あ

る

も

苗

代

に

お

け

る

ツ

マ

グ

ロ

ヨ

ヨ

岩

佐

の

鎌

を

今

年

も

準

備

致

し

ま

二

、

青

少
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